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爆薬の利用による土層改良試験

成　田　春　蔵

（青森県りんご試）

1　ま　え　が　き

リンゴの増穂につれて，新植地が開拓されているが，

これら新植地は原野や値斜地が主体であり，その下層

土は極めて硬く，板の仲人を阻害している。この改良の

ためには土壌深耕と改良資材の投入がぜひ必要である。

しかし，近年労働力の不足により，手作業に依存する

ことは困難であり，また，本試験地のように，極めて

硬い土壌状態では機械器具を利用しなければ根圏の拡

大はできない。

ここでは，爆薬を利用した植穴造成と改良資材の投

入がリンゴ樹の生育にどのような影響を及ぼすかにつ

いて検討した。・

2　試　験　方　法

試験地は弘前市下湯口の洪横台地に隣接する緩傾斜

地であり，表土20の花は岩木山系クロボク土壌（C工J）

であるが，地表下20－25（瀧には黄褐色の浮石層

（C工J）が介在している。さらに，その下層土は凝灰岩

質の壌めて緻密な硬盤（CIJ）が堆積し，有効土層の減

少をみている。しかし，開園整地後は表土と洋右層が

プルトーザ一により剥除され，下層土の硬盤が露出し

た。

爆破の方法は径10（初のドリルを装着したパワーデ

ガーを使用して深さ90の花まで穿孔し，100グラム入

爆薬（黒カーリット）2本をそう入爆破した。

試験区は芋掘りによる小穴も作り，爆破穴と比較し

た。また，爆破穴には改良資材として苦土石灰および

腐植質政良剤を施用し，これらの効果を併せて検討し

た。その結果，試験区は次の5区になった。

区1：小穴区（¢150とⅦ×深さ50の乃）

区2：爆破穴のみ（¢180のⅥ×深さ100の乃）

区5：爆破穴＋苦土石灰10んク

区4：爆破穴＋腐植質改良剤2毎

区5：爆破穴＋苦土石灰10毎＋腐植質改良剤2毎

品種は5年生ゴールデン・デリシャスであり，昭和41

年4月に植え付けた。

5　試　験　結　果

1土壌の変化

（日　枝穴の大きさ

この試験における爆破穴は第1回のとおりであり，

その横断面は飛赦した部分（飛散部），掘り上げられ

た後再び沈下した部分（再沈下部）および亀裂を生じ

た部分（亀裂部）の三つに区分される。したがって，

この亀裂部分までを含めた断面積8は0．99財であり，

体横Ⅴは2．09ガであった。この大きさは通常青森県

内で使用されている植穴の大穴，すなわち．1・8勒四方，

探さdO（切の植穴（S＝＝1．08卿，Ⅴ＝1．94すげ）に相

当し，爆薬を使用することによってより大きな仕事効

率が得られている。

亀

弟1回　爆破穴の断面および土壌硬度

（2）土壌硬度の変化

爆破穴における土壌硬度は第1回に並記した。再沈

下部の硬度は山中式示度で0－20を示しており，爆破

力により細かく砕かれた部位では硬度が感じられない

ほど厘端に小さく，土塊となって落下した部位ではや

や高い20前後の値を示した。また，亀裂部位の硬度

は爆破孔に近いほど小さく，爆破孔から遠ざかるにつ

れて高くなっているが，いずれも原土の24－27に比

べ，非常に軟らかく18－22の値であった。

2　生育および収量

処理5年後の昭和45年における生育および収量は

第1表のとおりである。小穴区との比較でみると爆破

穴の各区は小穴区の100に対し，幹周で109－112，樹

冠容請では157－144を示し，生育増加が認められた。

また，収量では小穴区の100に対し，爆破穴の各区は

142－155であり，収量の増加があった。一方，爆破穴

を利用した各区のうちでは苦土石灰＋腐植質改良剤が

幹周，樹冠容積および収量で最も優れ，爆破穴のみ区

でやや劣っていたが，苦土石灰区と腐植質改良剤区の

間にはほとんど差が認められず，互に接近していた。
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第1表　爆破による棒大土煤の改良効果

（植付5年後　7年生ゴー→レデソ）

区　　　 別 幹　 周 樹 冠 容 積 収　 量

小 穴 区 25．符 1Dq 4．炎 100 ） 15寓 。0）

爆破 穴 の み（》 2 7 8 （1 10） 6．8 （15 7） 19 2 （14 2 ）

（∋＋苦 土石 灰 10吻 27 8 （110 ） 7 0 （140 ） 用 4 （14 4）

① ＋腐 植 改良 剤 2 吻 2 8，2 （11 1） ス0 （140 ） 19 4 （14 4）

（9 十苦 土石 灰 10 時　腐 植質改 良剤 2毎
2 8．4 （11 2） 7 2 （14 4） 20．7 （15 5 ）

4　考　　　　　察

果樹園における深耕については，古くは，石川（1927），

岩田（1958），浅見（1947），森田（1948）らの報告が

あり，ともに土壌が深いということは生産の安定およ

び生育を良好にすると述べている。また，この深耕の

手段としての爆薬の利用については，1957年S根d81）

がWo8t Virglniaにおけるデリシャス園の結果

について述べ，その後，我が国では，中村わ，井藤ら3）

相馬4ミ塩入ら5），安酸ら6）が相次いでその利用性につい

て検討した。特に相馬4）は土壌の種税別に爆薬量とそ

う入深さを決定し，爆破穴の形態は標準装薬形，過装

薬形，弱装薬形の5形態を皇し，いずれも苗木の栽棺

には手ごろな植穴が得られるとした。本試験における

爆薬量200㌢．そう入深さ90（職の爆破穴は第1回の

ように，標準装薬形を示し，植穴の拡大効果も大きか

った。すなわち，この爆破穴に栽植された5年生ゴー

ルデソ・デリシャス樹は無深耕の小穴区に比べ，著し

い生育および収量増を示していた。これは爆破力によ

る土壌改良効果が大きく発揮されたためである0その

一つとしての土壌硬度の変化は飛散部および再沈下部

で操端に小さくなっていることはもちろんであるが，

その周辺の亀裂部分までも原土の26－27（山中式示

度）であるのに比べ，最高示度で24，その大部分は

20前後で小さくなっていた。その結果，根群の発達

のためには良好な環境を示し，本試験5年後の断面調

査でも爆破穴区の根群分布が著しく，有効土層の拡大

があった。この土壌硬度と板群分布について，相馬ら

の調査によれば本土壊統（清水統）では山中式示度25

でほとんど根群が認められないと述べ，根群増加のた

めには深耕が大切であるとしている。また，安酸ら

はナシ園で爆破後に細板が増加した事実を認め，本試

験結果と一致している。

一方，土壌硬度が小さくなることは，土壌を撹乱さ

せた結果であり．撹乱によって土壌の孔頗量が増大す

る○森田ら8）は下層土緻密な不良土壌で深さ1，托の確

耕を実施し，桃実生を栽植したところ，無深耕に比べ

約2倍の生育増加があったが，これは物理性の改良と

ともに有効水分量の増加および含空気孔隙量の増大が

大きく関与していたと述べている。本試験でも爆破穴

は疾さ1机まで土壌撹乱が起こり，硬度の弱小化とと

もに含空気孔鹸量の増大がみられたことは当然のこと

であり，それに比べ，小穴区は深さ50（Ⅵまでの土壌

撹乱に過ぎず，孔隣量の少ない緻密な土壌がそのまま

の状態で堆積していることになる。このような爆破穴

と小犬区との土壌的な差が幹周，樹冠容積，収量の羞

となって現れている。

しかし，爆破穴を利用した試験区のうち，爆肢穴の

み区，苦土石灰区，腐植質改良剤区および苦土石灰＋

腐植質改良剤区の相互間の比較では苦土石灰＋腐植質

改良剤区が最も優れていたが，それでも小穴区と爆破

穴区の比較のような大きな差は現れていない。これは

苦土石灰や腐植質改良剤の施用効果よりも深耕して物

理性を改良した効果が大きく現れたためである。特に，

本試験のように樹相の大きい5年生樹を栽植するに鴫

根群の発達が十分得られる有効土層の拡大がなければ

ならない。
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